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本研究領域は、若手から中堅のトップレベル研究者を結集し、素粒子物理

学のエネルギーフロンティアで研究できることを網羅した意欲的な研究領域

である。その中身は、加速器 LHC における ATLAS 装置を使った初の TeV 領域

の高エネルギー実験の遂行を中心とし、次世代加速器実験(SLHC)のための新

技術開発と理論研究を組み合わせたものである。研 2011/07/28 の中核をなす

ヒッグス粒子や超対称性粒子の探索は時空、真空、質量の起源研究をするた

めに世界が注視する課題であり、基礎科学におけるブレイクスルーを予感さ

せる大きな成果が期待される。実験の研究グループを新粒子発見グループ、

既存の実験熟練者による標準理論精密測定グループ、エレクトロニクス・デ

ータ収集システム開発グループ、次世代エネルギーフロンティア開拓グルー

プ、及び理論グループに分け、着実に所期の目的を達成できるように組織さ

れていている。LHC 実験が始まった今こそ、素粒子と宇宙論にまたがる基礎

物理学研究の大きな発展に結びつくこの領域の重要性は高い。 

 

 


